
「家庭学習スタンダード」の活用実践事例

Ｒ-ＰＤＣＡサイクルで「自己マネジメント力」を育み、
家庭学習の充実を図る

塙町立塙中学校

スマートフォンなどのメディアに触れる時間が長い生徒や家庭学習の時間が短い生徒
がいることが課題であった。 Ｒ－ＰＤＣＡサイクルを通して、「自己マネジメント力」
の育成を図り、家庭学習の充実に取り組んでいる。

取組のねらい
家庭での学習を充実させるために、「自己マネジメント力」を育む。
メディアを使用する時間が長い生徒や、家庭学習時間が短い生徒がいる。Ｒ－ＰＤＣＡサイクルを通

して、家での時間の使い方をコントロールできる力を身に付けられるようにさせたい。そのために、ト

リニティノート（生活ノート）の活用やノーメディアデーの取組を行う。また、生徒の意欲を高めたり、
家庭学習の方法を学ばせたりするために、充実した家庭学習の取組を紹介する。

取組の内容
トリニティノートの活用
本校では、生徒・家庭・学校が三位一体となって生徒の夢の実現

を目指す生活ノートとして、トリニティノートを活用している。各

教科の学習方法が明示されており、時間割や持ち物、宿題の内容、

１日の反省や学習時間など、生活の記録ができるようになっている。
学校生活の中では、帰りの短学活前に全校放送で一斉に音楽を流す

ことで、Ｒ－ＰＤＣＡのＰ（Ｐｌａｎ）を行う時間を設けている。

この時間に生徒は、次の日の時間割や持ち物、宿題を記入するとと
もに、家に帰ってからの時間の使い方を考えている。 【トリニティノート】

充実した家庭学習の取組の紹介
取組が充実している家庭学習ノートを掲示したり、学習プリントを自由に手にする環境を作ったりす

ることで、生徒の意欲を高めたり、家庭学習の方法を学んだりできるようにしている。

実践して見えてきたこと
「自己マネジメント力」を育成する上でのトリニティノートの有効性
Ｒ－ＰＤＣＡサイクルを自分自身で確立できるようにするためには、目標をもつことや、自分のすべ

き行動を書いて確かめることが有効である。トリニティノートをしっかり活用できるように時間を設け

るとともに、適切に声をかけながら「自己マネジメント力」を育成していきたい。

家庭との連携をさらに深める必要性
学校での学力向上に関する取組を、おたよりなどを通して家庭に発信し、理解をしてもらうとともに、

メディアの使い方や家庭学習に関する協力を依頼する。生徒・家庭・学校がさらに連携を深めることが、

生徒の自己マネジメント力を育成することにつながる。



「家庭学習スタンダード」の活用実践事例

Ｒ-ＰＤＣＡサイクルで「自己マネジメント力」を育む

塙町立塙小学校

家庭学習の習慣はおおむね身に付いているが、自主学習の取組に課題が見られた。「家
庭学習の進め方」を作成したり、児童の発達段階に合わせて「生活ノート」や「自己マ
ネジメントシート」を活用したりして、主体的に学習を進めながら「自己マネジメント
力」の育成に取り組んでいる。

取組のねらい
発達段階に合った「自己マネジメント力」を身につけさせる。
児童に「自分を知る（Ｒ）→計画する（Ｐ）→自ら学習する（Ｄ）→振り返る（Ｃ）→見直す（Ａ）」

のサイクルで主体的に学習を進めながら「自己マネジメント力」を身に付けさせる。家庭学習の基本

的な習慣を身に付けさせる低学年から、自分の力に合わせて主体的に学習する高学年まで、児童の発

達段階に合わせて系統的に家庭学習への取組を指導する。

取組の内容
「家庭学習の進め方」の作成
「家庭学習の進め方」を基に、家庭学習で育てたい力や進め方

を全職員で共有してから、児童にも伝えて意識の向上を図った。

４月の授業参観では、「家庭学習スタンダード」のリーフレット
と関連させながら保護者にも説明し、協力を呼びかけた。

「生活ノート」の活用
低・中・高学年で生活ノートを活用し、家庭学習の習慣づく 【家庭学習の進め方】

りや環境づくりを行っている。

「自己マネジメントシート」の作成と活用
高学年の児童が、自分の力に合わせた目標を立て、

見通しをもって家庭学習に取り組めるように、「自己

マネジメントシート」を作成した。

【左：保護者宛のお便り】

【右：自己マネジメントシート】

実践して見えてきたこと
児童の意識の変化と学習内容の向上
自己マネジメントシートを使い始めて、児童の家庭学習への意識や取組が変わってきた。目標や見

通しをもつことで自分が勉強すべき内容で迷うことが少なくなり、自主学習に取り組みやすくなった。

学習に苦手意識を持っていた児童も、「昨日〇〇をがんばったから、今日はこれ」というように学習を

継続するうちに家庭学習の仕方が分かり、意欲的に取り組むことができている。全体的に、家庭学習
への意識が向上してきて、学習内容の質も上がってきている。

家庭との協力・連携の必要性
家庭学習で自己マネジメント力を育てていくためには、児童の意識を高めると同時に、家庭との協

力・連携を更に図っていく必要がある。



「家庭学習スタンダード」の活用実践事例

家庭学習の充実で「自己マネジメント力」の育成を図る

塙町立笹原小学校

「家庭学習スタンダード」を活用して学校と家庭で連携したり、連絡帳や生活ノート
を活用して家庭学習の充実を図ったりしながら、「自己マネジメント力」の育成に取り
組んでいる。

取組のねらい
学校と家庭が連携し、「自己マネジメント力」の育成を図る。
学校で、日々の授業と家庭学習がつながるように指導に当たったり、家庭学習の方法や内容を具体的

に提示したりすることを重点として取り組むことを心がけてきた。家庭では、３つの視点として掲げら
れている「心の支え」「環境づくり」「習慣づくり」を重点項目として取り組むことを保護者に働きかけ

てきた。

このように、「家庭学習スタンダード」を活用し、学校と家庭が連携していくことで、児童の学力の
向上や自己マネジメント力の育成を図っていくことをねらいとする。

取組の内容
保護者への周知
４月のＰＴＡ総会、学年懇談会の際に、「家庭学習スタンダード」の概要について周知する機会を設

けてきた。学年通信で、「家庭学習スタンダード」の活用の仕方をお知らせしたり、児童の家庭学習の

様子を紹介したりすることで、家庭学習における保護者の協力を仰いできた。

児童の家庭学習への取組
低・中学年の児童は連絡帳を使い、その日の宿題や次の日の

連絡事項、日記などを書かせ、家庭学習の予定を確認したり、

一日の生活の様子を振り返ったりすることができるようにして
いる。

高学年の児童は、学級独自の生活ノートを活用し、自主学習

の予定を決めたり、一日の生活を振り返って文章で表したりし
ている。

自主学習の予定を決める際には、授業で学習した内容の復習

やこれから学習する内容の予習など、児童が自分の課題を考え、
その改善に向けて計画を立てることができるように声かけをし

てきた。また、家庭学習の時間やテレビを見たりゲームをした

りした時間を記入する欄を設け、家庭での生活の様子を自分で
振り返り改善できるようにしている。 【高学年の生活ノート】

実践して見えてきたこと
家庭の意識の向上
家庭によっては、児童の家庭学習のがんばりの様子を励ますようなコメントを書いてくださったり、

自主学習において問題を作成してくださったりすることもあった。このような家庭の支援が、児童の意

欲の向上に大きな効果をもたらした。

「家庭学習スタンダード」の活用方法の工夫
児童の様子を見ると、学校から出された宿題についてはしっかりと取り組むことができていることが

分かる。だが、自ら課題を見出し、その解決に向けて計画を立てて実行し、その成果を確かめ、方法や
内容を見直すという「Ｒ－ＰＤＣＡサイクル」を通した「自己マネジメント力」の育成には、まだ課題

が残っている。そのため、来年度は「家庭学習スタンダード」の活用の仕方を、さらに検討していく必

要がある。


